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調査概要

1.1.調査名称

令和兀年度国場川水系合同水質調査委託業務

1.2.調査目的

国場川水系の水質の実態を把握するため、国場川水系流域の南風原町、南城市、

八重瀬町、豊見城市、那覇市が合伺で水質調査を行い、これらの調査結果をもとに

国場川水系の環境保全対策における基礎資料を得るものである。

1.3.調査時期

採水日前において比較的晴天が続き水質が安定している日を選定することを基

本とした令和兀年8月21日(夏季)及び令和 2年2月12日(冬季)に国場川水系、宮

平川水系及び長堂川水系の採水を実施した

.
1.4.調査地点

国場川水系流域における南風原町内の 6 地点(表一1及び図一D において実施し

た。なお、地点名は過去に実施された同水系調査における地点設定にしたがった。

水系

.

河川

国場川

国場川

宮平川

長堂川

長堂川

国場川

国場川

表一1 調査地点

調査地点

大子橋

前田橋

池原橋

武川良橋下流

新珀橋

安里又川上流

K6

K7

1.5,調査方法

水質調査は、原則として環境庁水質保全局環水第 30号(昭和 46年9月30日付)

で告不されている水質調査方法に準じて行った。

K-9

K-15

K 26

1.6.調査項目及び測定・分析方法

調査項目及び測定・分析方法を表 2 に不す流量は、電磁流速計を用いて、区

分断面積とそれぞれの断面の流速の積の和で算出した。

環境基準類型指定

無指定
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水温
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表・2 調査項目及び測定・分析方法

分析方法

水素イオン濃度ゆH)

生物化学的酸素要求量(即D)

jls K 0102 7.1 ガラス製棒状温度計による方法

.

"SK01呪 7.2 へッテンコーヘル水温計による方法

化学的酸素要求量に0Ⅲ

浮遊物質量{SS}

」1S K 0102 8 肉眼で観察する方法

jls K 0102 10 峡党1、よる試験(冷時臭)

溶存酸素量Φの

JIS K 0102 9 透視度計による方法

」1S K 01覗 12.1 ガラス電極法

11S K 0102 21 及び JIS κ田02 32,3 隔膜電極法

jls K 0102 Π 100て1、おける過マンガン酸カリウムによる酸素消費量

昭和46年環境庁告示第59号付表91、掲げる方法

大賜菌群数

ノルマルヘキサン抽出物質

全窒素仟一M

全りン(T-P)

陰イオン界面活性剤似駄S)

JIS K 0102 32.1 よう素滴定法

塩化物イオンに1、)

最確数1、よる定量法帽GLB培地)

昭和46年環境庁告尓第59号付表14ι、掲げる方法

ⅡS K 0102 45.6 流れ分析法

11S K 0102 46.3,4 流れ分析法

]1S K 0102 30,1.1 メチレンプルー吸光光度法

.

流量

BOD負荷量

JIS K 01呪 35.3 イオンクロマトグラフ法

測定・算出方法

昭和46年9月環水第30号水質調査方法の中の流量測定方法1、よる

流母と即D濃度積1 より算出
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表・4 水質調査結果(冬季)
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3 K9:池原橋(宮平川)

本年度の調査結果では、参考に E 類型の環境基準と比較すると、全ての項目に

おいて、適合していた

4 K 15:武川良橋下流(長堂川)

本年度の調査結果では、参考に E 類型の環境基準と比較すると、全ての項目に

おいて、適合していた。

.

5 K 26:新畑橋(長堂j川

本年度の綱査結果では、冬季に即Dが 10.6mg/しと高い値、 D0 が 1.8mg/しと低い

値であった。参考にE類型の環境基準と比較すると、不適合であったその他の項

目については適合していた。

6 安里又川上流(国場1川

本年度の調査結果では、参考に E 類型の環境基準と比較すると、全ての項目に

おいて、適合していた。

.



4 K 15:武川良橋下流(長堂1川

調査地点の 30D はく0.5~2,730Ⅲg/しの範囲で推移しており、平均は 295mg/しであっ

た。昭和能年の調査開始時から平成 W 年にかけて高い値が見られたが、近年

は低い値で推移している。本年度は夏季調査において過去最小値であった。

SS は、<1~3,部0Ⅲg/しの範囲で推移しており、平均は 182Ⅲg/しであった。昭和

62年の調査開始時から平成 16年にかけて高い値が見られたが、近年は低い値

で推移している。本年度は冬季調査において過去最小値であった。

近年の T-N(平均 53.9ⅢE/1)、 T-P(平均 9.75mg/L)は、比較的低い値で推移し

ている。本年度は夏季に対し冬季が高い値であった

5 K 26:新珀橋(長堂川)

凋査地点のBOD は 1.0~19.6mg/しの範囲で推移しており、平均は7.3mg/しであった

近年は比較的低い値で推移していたが、本年度は冬季調査において 10.6Ⅲg/1と経年

平均を上回る高い値を示した。

SS は、 2~48昭/しの範囲で推移しており、平均値は 15昭/[であった。平成 25年

に 48昭/しの高い値を示した。近年の傾向として、夏季に対し冬季が低い値を尓

しており、本年度も同様に夏季に対し冬季が低い値であった。

近年の T N(平均 8.olmg/D 、 T P(平均 0.910mg/D は、比較的低い値で推移し

ていたが、本年度は冬季調査において、 T N が 8.51昭/L、 T P が 2.備昭/1 と経

年平均を上回る高い値であった

.

6 安里又川上流(国場川)

調査地点の BOD はく0.5~5.2Ⅲg/しの範囲で推移しており、平均は 2.3Ⅲg/しであった。

他の調査地点と比べて低い値で推移している。本年度も比較的低い値で推移していた。

SS は、 1~能鵬/しの範囲で推移しており、平均は 8mg/しであった。平成 27年に

32昭/しの高い値を示したが、近年は比較的低い値で推移している。本年度も低い

値で推移していた。

近年の T-N(平均 2.09mg/D 、 T-P(平均 0.098m宮/D は、比較的低い値で推移し

ていたが、本年度は冬季調査において TP が 0.Π6昭/しと経年平均を上回る値

であった。

.



3.まとめ

本調査における対象水系は、南風原町の 3 水系(国場川、宮平川、長堂川)、調査

地点は計6ケ所である。調査区域において環境基準類型は無指定である。

全ての調査地点において、 BOD、 T・N 及びT・P は夏季と比較して冬季調査が高

い傾向であった当該地域の上流域では、畜舎や畑地等の存在が確認されてお

り負荷源となっている。また 8月の降水量が 208.0Ⅲm であるのに対し、 2月の

降水量が 9.5mm と極端に少なかった。そのため、冬季は夏季と比較し流入する

汚濁負荷の比率が高くなり相対的に高濃度となったと考えられる

.


